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・・  近年対話型生成AIをはじめとした生成AIの有用性が明らかになるにつれ、
多くの医療機関で生成AIをどのように活用するかに注目が集まっている

・・  医療現場では構造化データと非構造化データが混在しており、そのことが
これまでDX（デジタルトランスフォーメーション）の障壁となっていたが、
生成AIには、非構造化データを使用しやすい形に整え、構造化データと
併せて活用する能力がある

・・  医師の医療行為のサポート、看護師の書類作成の支援、事務職員の業務
自動化に生成AIは役立つと考えられている。実際に国内外の複数の医療
機関で生成AIの効果を実証するための試みが進められ、米国では医師の
サポート、日本では業務効率化において注目されている

・・  生成AIの導入においては、活動の一貫性と安全性の確保のために段階的
な実装を行うことと生成AIの精度を継続的に評価することが重要である
が、さらに誤情報（ハルシネーション）のリスクもあるため、体系化され
たAIガバナンスを敷くことが必要である

・・  経営層は生成AI導入の成果として業務効率の向上や診断の精度改善のよ
うな直接的な成果のみを求めるのではなく、解放された医療従事者の時
間を利益率改善や従業員満足度の向上に活用するための戦略を立てるべ
きである

・・  今後、医療機関における生成AIの有効性を向上させるために、大規模病
院が率先して生成AIを取り入れ、他の医療機関が導入する際のモデルとな
るような動きをすることが期待される
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生成AIブームの火付け役となった対話型生成AIが米国のOpenAI社によっ
て2022年11月30日に公開されてから2年半以上が経過しました。対話型生
成AIは、LLM（Large Language Model：大規模言語モデル）と呼ばれる、
大量のテキストを学習することで、自然な文章の作成や要約、受け答えがで
きるようにしたAIモデルの一種です。対話型生成AIの公開をきっかけに、テ
キスト生成以外にも画像、動画、音声、プログラムなど多様なコンテンツを
自動生成する能力を持つ生成AIが急速に開発されています。インターネット
の登場が全てのビジネスモデルを見直す契機となったのと同様に、生成AIに
よって新たなパラダイムシフトが起ころうとしているのです。

実際、多くの組織にとって生成AIをどのように活用するかが、成長していく
ための重要な課題となっています。一部の組織は生成AIを積極的に取り入れ、
その能力を利用して業務効率化を推進し、DXを加速させるために努力して
います。また、生成AIはヘルスケア分野でも注視されています。いくつかの
医療機関ではデジタル戦略として生成AIを重要な技術と認識して、活用方法
の検討を始めています。医療サービスは「アフター生成AI」の世界で、これ
までのあり方を大きく根底から覆すようなポテンシャルを秘めています。

PwC Japanグループ（以下、PwC Japan）もすでにクライアントと協働
して、生成AIの導入に取り組んでいます。また、新たに生成AIを利用するた
めのガイドラインを作成し、クライアントの生成AI活用支援のための取り組
みを開始しています。

本レポートは、PwC Japanが持つ生成AIに関する知見をもとに、医療機
関における生成AIの活用について理解を深めるために作成されました。生
成AIが有する価値、生成AIの活用に向けたガイドライン、実際の医療機関で
の導入事例など、さまざまな情報を網羅的に議論し、医療機関が今後取る
べき行動についてのインサイトを提供します。

はじめに
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従来のAIの代表的なタスクは「認識・識別」で、入力された
画像に対して犬や猫などのラベルをつけるなど、あらかじめ
設計されたパラメーターに基づいて、特定のタスクを実行す
るように設計されたものでした。またタスクを実行する法則
に関しても、ルールベースまたは限定されたデータセットでト
レーニングされていました。その結果、新しい何かを創造する
ことは機械よりも人間のほうの得意分野としてこれまで扱わ
れてきました。

しかし、生成AIというシステムの誕生によって、大量のデー
タからの学習を通して、より複雑かつリアルタイムでのデータ
処理が可能となり、前例のない新しいデータやシナリオに対

応できるようになりました。生成AIはその高い自己学習能力
により幅広いタスクを柔軟にこなすことが可能で、テキスト生成、
画像生成、音声認識など多様なアウトプットを行うことができ
ます。

例えば対話型生成AIは、大規模なテキストデータセットか
ら文章のパターンや文脈、さらに単語やフレーズの表現を事
前に学習しており、ユーザーから指示文を受け取ると、その文
脈を理解して適切な応答を生成します。これは、入力文の各
単語とその周囲の文脈に重みを割り当てて、それに基づいて
応答を生成することで実現されています（図表1）。

幅広い産業分野で注目を集める生成AIですが、医療機関
での生成AI導入も大きなインパクトが見込める取り組みだ
と考えられます（図表2）。生成AIは、非構造化データを使用
しやすい形に整え、構造化データと組み合わせて活用する能
力があります。また、生成AIは患者情報および新薬や新しい

術式、検査法などを日々学習し、最新の情報を反映したアウ
トプットを作成することができます。さらに、医療従事者の迅
速な意思決定のサポートをすることも可能で、医療現場の複
雑で流動的な状況の支援に非常に適しており、医療の質を向
上させる強力なツールとなることが期待されます。

1 生成AIの特徴

図表1：従来のAIと生成AIの特性の比較

出所：PwC作成

・特徴が明確に定義された大規模なデータセットに
基づいて訓練されることが多く、ルールやアルゴリ
ズムに従って動作する
・分類や予測においては安定した結果を提供するこ
とができる

・あらかじめ設定されたパラメーターやアルゴリズム
に基づいて動作する

・ルーチン化されたプロセスの自動化や、大量のデー
タからパターンを見つけ出して予測することに適し
ている
・音声認識や画像識別など、明確に定義されたタス
クに最適化されている

・事前に大量の非構造化データからパターンを学習
させることで、知識やスキルの広範な基礎を獲得し
た基盤モデル（ファウンデーションモデル）によって、
より複雑なデータ処理ができる

・創造性を必要とする（ルーチン化が難しい）新しい
データやシナリオに対応できる、未知の状況にも対
応可能な柔軟性を持つ

・テキスト、画像、音声など、多様なアウトプットを
生成できる能力を持つ

・単一の問題ではなく、より広範なタスクに柔軟に対
応できる能力により、より革新的で個別化されたソ
リューションが期待できる

技術的基盤

機能性

得意分野

従来のAI 　生成AI
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構造化データと非構造化データとは

　構造化データはCSVのような「表形式」で表現されたデータを指し、フィルタリングや並べ替えが容易で、簡単
にデータベースに取り込むことができます。

　一方で、非構造化データには、日常的に扱う全ての電子ファイルが含まれ、文書、PDF、ビデオ、画像、オーディ
オクリップなど、さまざまな形式があります。これまで組織内のデータをAI活用する際、非構造データは、データベー
スに読み込んだり、行や列に並べたりすることができないため、整理や分析に向いておらず、既存のデータを構造化
データに変更する作業から開始する必要がありました。

　医療機関の持つデータの90％以上は非構造化データであると想定され、これは多くの医療機関でAI導入への高い
壁となっています。

データの構造

構造化データ

表形式のデータ

非構造化データ

規則性のないデータ

出所：総務省（2013）「平成25年版 情報通信白書」をもとにPwCが作成

図表2：医療現場で生成AIが特に有用である背景

出所：PwC作成

医療機関の持つ90％以上のデー
タは非構造化データで、整理や
分析に向いておらず、データベー
スへの読み込みができません。生
成AIは、非構造化データを処理
し、有意義な情報を抽出する能
力があります。

大量の非構造化データの存在

患者に関する新しい情報は診察
のたびに増えていき、また新薬や
新しい術式、検査法なども日々
更新されていきます。生成AIはこ
れらの情報を絶えず学習し、最
新の情報を反映したアウトプット
を作成することができます。

継続的な情報の更新

医療現場でのさまざまな判断に
は、患者の病歴や生活環境など
の個々のコンテクストを、専門知
識やスキルを用いて解釈すること
が求められます。生成AIを用いる
ことで、より迅速に最適な提案が
できる可能性があります。

コンテクストの重要性
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近年、医師の長時間労働が深刻な課題となっています。
2024年4月に「医師の働き方改革」が施行され、医師の時間
外労働に上限が設けられたことを受け、各医療機関ではDX
の推進や医師の業務の一部を他の医療従事者へ移管するタ
スクシフトなど、さまざまな方法で業務の効率化が進められ
ています。今後、生成AIが医療機関の一部の作業を担当でき
るようになれば、長時間労働の解決策の1つになり得ると思
われます。

以下に、医療機関において生成AIの支援が想定される具
体的な場面を紹介します（図表3）。

医師：医療行為のサポート

生成AIは、医師が患者の診断や治療に関する最適な判断
を行う際の支援をすることができます。例えば、大量に存在す
る患者の検査データやカルテの情報を統合し、類似する過去
の診療情報と比較しながら分析することで、各患者に最も適
した治療計画策定や正確性の高い診断結果を提案できます。
これにより、患者の治療の質が向上し、中長期的には医療費
の削減にも寄与します。

看護師：書類作成の工数削減

入院療養計画書や退院看護サマリーなど、看護師の仕事
には現在でも多くの書類作成業務が存在します。生成AIは
既存の書類を読み込み、書類のフォーマットや記載する内容
を学ぶことで、患者の状況に合わせて新たな書類の草案を自
動で作成することができます。看護師は書類作成にかかる時
間が削減されることで、本来の業務である患者のケアにより
時間を使うことができるようになると期待されます。

事務職員：事務作業の自動化

一般診療や健診、予防接種など医療機関では診療以外の
業務にも対応しており、その結果煩雑で大量の事務作業が発
生しています。その中で診療点数の算定漏れが起きてしまっ
ている医療機関も存在することが明らかになってきました。こ
れに対し、生成AIが電子カルテをもとに正確な診療点数の
計算を自動で行うことで、診療点数算定に必要な人員を削減
することができるとともに、人的ミスを減らすことができると
考えられます。

2 医療機関における生成AI活用に対する期待

図表3：生成AIの活用が期待できる主な業務

大量に存在する患者の検査デー
タやカルテの情報を統合し、類似
する過去の診療情報と比較しな
がら分析することで、各患者に最
も適した治療計画策定や正確性
の高い診断結果を提案する

医師

医療行為のサポート

一般診療や健診、予防接種など
さまざまな患者のニーズに対応す
る中で、診療点数の算定漏れが
起きることもある。生成AIが電子
カルテをもとに正確な診療点数
の計算を行う

事務職員

事務作業の自動化

入院療養計画書や退院看護サマ
リーなど、医療機関では現在で
も多くの書類仕事がある。生成
AIが既存の書類を読み込み、患
者の状況に合わせて新たな書類
の草案を自動で作成する

看護師

書類作成の工数削減

出所：PwC作成
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 米国の事例 

■ 臨床に関する意思決定サポート（ボストン小児病院）

マサチューセッツ州ボストンにあるボストン小児病院は、
OpenAI社とMicrosoft社とのパートナーシップを通じて開
発された対話型生成AIプログラムを早期に導入し、その後、
独自の内部対話型生成AIプラットフォームを立ち上げまし 
た※1。この対話型生成AIプログラムはHIPAA1に準拠し、患
者データのプライバシーとセキュリティを保証する設計が施
されています。ボストン小児病院では、診察や検査の記録から
データを抽出し、生成AIを活用して臨床的な意思決定を支
援する取り組みを進めています。

■ 診断精度の向上と知見の深化（メイヨークリニック）

メイヨークリニック（ミネソタ州ロチェスター）は、Cerebras 
Systems社との長期的な戦略的協力関係を結び、臨床診断
の向上を目指しています。このパートナーシップでは、メイヨー
クリニックの数十年にわたる匿名化された臨床データの広範
なリポジトリをCerebras Systems社が開発した生成AIと
組み合わせ、医師の専門知識を補完するシステムの開発に取
り組んでいます※2。この共同研究からは、関節リウマチ（RA）
の治療に最適な薬剤を選定するシステムが開発されるなど、
初期の成果が報告されています。

 日本の事例 

■ 診療報酬算定の高速化（順天堂大学）

順天堂大学はFIXER社の提供する生成AIサービス「GaiXer
（ガイザー）」を導入し、電子カルテの情報をもとに診療報酬
算定の労力を減らす仕組みを構築すると発表しました※3。こ
の仕組みにより、従来数日かかっていた診療報酬の算定を数
分程度に短縮できる見込みです。具体的には、生成AIが数十
秒で初稿を作成し、その後の人手によるチェックを含めても、
全プロセスを数分で終えることが可能です。

■  退院サマリーの作成補助 
（恵寿総合病院、東北大学病院、橋本市民病院）

恵寿総合病院とUbie社は、生成AIを利用した医師の働き
方改革の実証実験を行い、生成AIは医師の退院サマリー作
成業務にかかる時間を最大3分の1まで短縮することが可能
であり、看護師や事務スタッフの業務効率化にも寄与するこ
とが示されました※4。具体的には、医師のサマリー作成業務
が15分から5分に短縮され、年間約6,500人の患者が退院・
転出する場合には約540時間の作業時間が削減されること
が見込まれました。

東北大学病院と橋本市民病院は、NECと共同で、医療現
場における日本語大規模言語モデル（Large Language 
Model：LLM）の実用化実験を実施しました※5。東北大学病
院では、NEC社の医療テキスト分析AIを活用して電子カル
テに記録された患者の症状、検査結果、経過、処方などの情
報を時系列に沿って整理し、LLMを用いて治療経過の要約
文章を自動で作成することに成功しました。このシステムによ
り、紹介状や退院サマリーなどに記載する要約文章を新規に
作成する場合と比較して、作成時間を平均47％削減でき、文
章の表現と正確性も向上しました。一方、橋本市民病院は、
LLMのクラウドサービスによる利用を見据えて、電子カルテ
からクラウド上のLLMへ情報連携する試験などを実施し、デー
タ連携を安全かつシームレスに実現できることを確認しました。
このプロセスでは、プライバシー保護を最優先にしながら効
率的に要約文を生成することに成功しました。

すでに一部の医療機関では生成AIを利用し、顕著な成果を上げています。ここでは、生成AIの導入によって革新的な変革を
体験している米国と日本の医療機関の事例を掘り下げます。これらの事例は、医療サービスの質の向上、診断の正確性の増加、
業務プロセスの効率化に寄与しています（図表4）。

3 医療機関における生成AIの導入事例

1  1996年に制定された医療保険の携行性と責任に関する米国の法律
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これらの事例からも明らかなように、いくつかの医療機関
で生成AIの試験的な導入が行われ、医療の質の向上と業務
効率化が期待されています。これらの成功例は医療機関の今
後の発展に向けた重要な足がかりとなるでしょう。

図表4：生成AIの導入事例

患者データのプライバ
シーを保護するChatGPT
プログラムを、臨床的な
意思決定のサポートおよ
び研修医のガイドとして
使用することを検討

数十年にわたる匿名化さ
れた臨床データを使って
訓練された医師の専門知
識を補完するモデルを開
発予定

電子カルテの情報をもと
に診療報酬算定を数分
程度に短縮する仕組みを
構築予定

医師の退院サマリー作成
業務にかかる時間を最大
3分の1まで短縮可能であ
ることを証明

電子カルテに記録された
情報を時系列に整理し、
治療経過の要約文章を
自動で作成

ボストン
小児病院

OpenAI
Microsoft

〇

東北大学病院
橋本市民病院

恵寿総合病院

順天堂大学

メイヨー
クリニック

NEC

Ubie

〇

〇

FIXER 〇

Cerebras 
Systems

〇 〇

出所：各種資料をもとにPwCが作成

国

米国

日本

病院 パートナー
企業

退院
サマリーの
作成補助

診療報酬
算定の
自動化

研修医の
トレーニング

診療に
関係する
情報の提供

概要

実証内容
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技術導入の成功には、事前の準備が不可欠です。特に、複
雑な医療環境においては、明確な方針と手順を定めることが、
活動の一貫性と安全性を確保し、混乱を避けるのに役立ちま
す。以下に、生成AIを効果的に導入するための主要な2つの
戦略を述べます（図表5）。

段階的な実装を推進する

生成AIは、日常の事務作業から臨床支援まで、多岐にわた
る用途に適用することができます。初期段階では、規模が小さ
く、迅速に実装可能な業務から導入を開始することが賢明で
す。これにより、生成AIの導入経験を積み重ね、その知見をも
とに徐々に導入範囲を拡大していくことができます。その過程
で、医療従事者のフィードバックや経営層のニーズを反映し、
生成AIの活用を拡張していきます。

継続的な評価と更新を行う

生成AIは広範なデータセットをもとに学習を行いますが、
使用されるデータが常に最新かつ包括的であるとは限りませ
ん。そのため、生成AI導入後もその出力の正確性を定期的に
評価することが重要です。評価を通じて明らかになった問題
点に対応し、新しいデータや特定の臨床環境に特有の情報を
組み込むことで、システムの精度と効果を持続的に向上させ
ることが可能です。

これらの戦略を実行することで、生成AIの導入がより効果
的に進められ、医療機関における業務の質と効率が大幅に
向上することが期待されます。

4 生成AI導入における重要なポイント

図表5：生成AI導入における重要なポイント

生成AIを導入する業務の選択 継続的な評価

・活用場面が多岐にわたるため、初めて生成AIを導入
する際は、小規模な業務範囲で迅速に実装できると
ころから開始する

・生成AIの導入の経験とノウハウを得た後、より大きな
効果を発揮する業務へ生成AIを展開する

・生成AIの導入後も定期的にアウトプットの正確性を
評価する

・生成AIに新しい知識やその医療機関独自の情報を取
り入れる追加のトレーニングを行うなど、評価結果に
基づき、必要に応じて、精度向上への取り組みを行う

生成AI

生成AIの
追加トレーニング

業務での活用業務範囲

時間

アウトプットの
正確性評価

導入が
容易な業務

大きな効果を
発揮する業務

出所：PwC作成
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前章で述べた生成AI導入の初期段階におけるセキュリティ
とデータガバナンスは、このプロセスの基盤を形成します。こ
の章では、データの安全性と信頼性に関わるリスクを詳細に
解析します。

生成AIの導入は業務効率化に大きく寄与する可能性があ
りますが、これに伴うリスクも少なくありません。これらのリス
クは大きく5つのカテゴリーに分類されます：①サイバーセキュ
リティ、②プライバシーの保護、③安全性と信頼性、④公平性、
⑤説明可能性（図表6）。日本では、これらの問題に対処する
ために「人間中心のAI社会原則」が内閣府から発表されてい
ますが、これには法的拘束力がありません。したがって、企業
や医療機関は自らのルールを設定し、これらのリスクを管理
することが推奨されています。これをAIガバナンスと呼び、リ
スクを受容可能なレベルで管理しながら、AIのメリットを最
大化するための方針やガイドラインを策定します。※6, 7

特に注意すべきリスク：誤情報（ハルシネーション）

時折、生成AIは事実とは異なる情報をまるで本当である
かのようにアウトプットとして表示することがあります。この
現象は一般的に「ハルシネーション（幻覚）」と呼ばれます。学
習に用いられる情報が正確でない場合にのみ、誤ったアウトプッ
トが作られると誤解されがちですが、実際には正確な情報を
使用していても、不正確なアウトプットが生じる可能性があり
ます。対話型生成AI実際、高度に説得力のある文章に誤情
報が混ざっていたために、その情報を信頼して使用してしまっ
たという話は珍しくありません。そのため、ユーザーは、生成
AIのアウトプット内容を慎重に確認する必要があります。特
に医療機関における診断や治療などの生命に影響を与える
決定は、医療従事者によって綿密に評価およびモニタリング
される必要があります。

5 リスクと注意点

図表6：想定されるリスク

想定されるリスク（例）

AIガバナンス（AI活用の倫理面に関するポリシーやガイドラインを定める）が必要

カテゴリー

継続的な
リスク

AI固有の
リスク

生成AIの学習用データに不正データを混入し、アウトプットを意
図的に操作する

サイバーセキュリティ

個人情報の削除が規定されているにもかかわらず、臨床研究で
収集した氏名を含む患者情報がメール誤送信により漏洩する

わずかな変化も見逃さないよう設計されたシステムにより、過剰
な医療行為を提案する

バイアスを含むデータで学習したAIに重要な予後因子が欠けて
いた場合、治療の不平等を助長することがある

生成AIのシステムがブラックボックスであり、アウトプットに対し
て説明責任を果たすことができない

出所：PwC作成

プライバシー

安全性・信頼性

公平性

説明可能性
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電子カルテやオンライン予約システムなど、医療機関のDX
化はすでに始まっています。電子カルテは2020年の時点で一
般病院の57.2％、小規模な一般診療所の49.9％に普及して
おり、遅くとも2030年には概ね全ての医療機関において必要
な患者の医療情報を共有するための電子カルテの導入を目
指すと国の指針でも定められています※8。またこのような国
全体の動きとは別にDX化の実際的な利点として、例えば24

時間予約可能なオンライン予約システムを持つ病院は、診療
時間内の電話でのみ予約を受け付けている病院に比べて新
規患者を多く獲得できると思われます。これからも医療機関は、
次々と新しいシステムを導入していくことになると想定され
ますが、技術を導入することそのものが重要なわけではあり
ません。技術導入による成果を最大化するためには、技術導
入の成果の再配分を意識する必要があります（図表7）。

6 生成AI導入が経営に与える影響

図表7：生成AIによる医療経営の革新

技術導入

成果の獲得

成果の再配分

生成AIを医療機関のシステムに組み込むためには、全体的な変更管理が必要です。これには生成
AIの導入計画を策定し、適切なガイドラインを設けることが含まれます。
さらに、生成AIの使用を管理・監督するガバナンス体制を構築することが求められます。

・生成AI導入ガイドラインの策定
・AIガバナンスの構築

技術（生成AI）の導入後は、その直接的な成果を評価します。成果には、量（業務効率の向上）
と質（診断の精度改善）の両方が含まれます。
解放された医療従事者の時間を正確に見積もり、これがどれだけの人的リソースの節約に寄与す
るのかを把握します。

・直接的な成果の評価

経営者にとって、生成AI導入により削減された時間をいかに有効活用するかが重要です。
さらなる成果を引き出し、組織全体のパフォーマンスを向上させるために、業務効率化と従業員
満足度の2つの視点から戦略を立てる必要があります。

業務効率化

生成AI導入による直接的な業務改善を測定
し、その結果をもとに費用対効果の高い施策
への投資を行います。

従業員満足度向上

従業員のエンゲージメントを高めるために
は、満足度が低い項目を特定し、職務の内
容を改善する必要があります。

経営指標の改善と労働環境改善を同時に実現

出所：PwC作成

重要な
経営者の視点

経営における
ゴール
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技術導入の第一歩としては本レポートでも述べたように、
生成AIの導入ガイドラインの策定やAIガバナンスの構築を
通して、安全に生成AIを医療機関のシステムに組み込むこと
が挙げられます。次に生成AI導入による直接的な成果を評
価します。これには、量（業務効率の向上）と質（診断の精度
改善）の両方が含まれます。ここで生成AIによって解放され
た医療従事者の時間をどのように活用するかが、経営層に必
要な視点となります。医療機関全体のパフォーマンスを上げ
るために、利益率改善に向けた取り組みと、人材獲得で優位
に立ち離職率の低下を防ぐような従業員満足度の向上とい
う2つの視点から、戦略を立てる必要があります。

従業員のエンゲージメントの向上

「ワークエンゲージメント」とは、従業員が自分の仕事に対
して持つ情熱や熱意、活力を指す概念であり、職場における
単なる満足度や幸福感とは異なります。これは仕事への積極

的な関与と強い動機づけを意味し、エンゲージメントの向上
は近年、組織運営において注目されるようになっています。エ
ンゲージメントを高めることは、生産性の向上や離職率の低
下に直接つながるとされ、特に日本の労働環境においては、
エンゲージメントが低いことが仕事の満足度や生産性に悪
影響を及ぼしていると指摘されています。

そのため、生成AIの導入により業務が効率化され余剰と
なった時間を活用し、従業員によりやりがいのある業務を割
り当てる、スキル開発を推進する、休暇を充実させるといった
施策を実施することを推奨します。また、施策の効果を評価す
るために、定期的に従業員のエンゲージメントを測定するこ
とも重要です。

以上より、利益率の改善と従業員満足度の向上を同時に
進めることは、経営改善と労働環境の改善を実現し、経営の
革新につながると考えられます。
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日本では、生成AIを試験的に導入し、その効果を評価する
こと、そして日本の医療環境に適したユースケースを開発す
ることが求められています。特に小規模な医療機関では資金
と人的リソースが限られているため、大規模な医療機関が先
駆けて生成AIを導入し、そのモデルを他の医療機関に展開
することが期待されています。米国での先進的な生成AI利用
が日本にも波及することが予測されており、特に診断サポー
トなどの領域での活用が見込まれています。長時間労働が特

有の問題である日本においては、業務効率化を目的とした施
策に特に力を入れることが求められています。さらに業務効
率化によって得られた時間を活用し、エンゲージメントの向
上にも取り組むことで、病院の労働環境は持続的に改善され
ると考えられます。中規模および小規模の病院も、生成AIの
活用を積極的に進め、日本の医療水準を引き上げるための
戦略を策定することが望ましいでしょう。

本レポートでは、生成AIの基本概念を解説し、医療機関での有望な活用シナリオと実際の導入事例を紹介しました。また、
生成AI導入に伴う重要なポイントとリスク管理手法についても詳述し、技術導入に際して医療機関の経営層が考慮すべき重
要な視点を掘り下げ、今後医療機関に期待される取り組みを概説しました。

生成AIによる業務効率化は、医療従事者の長時間労働問題の解決に寄与することが期待されますが、導入により生じる
余剰人的リソースの有効活用も経営層にとって重要な課題となります。これらのリソースを利益向上に限定せず、従業員満
足度の向上にも積極的に活用することが推奨されます。多くの研究により、エンゲージメントが低い企業は生産性も低く、
医療機関でも医療従事者のエンゲージメント向上が、離職率の低下、質の高い医療サービスの提供、そして患者満足度の
向上に直結することが示されています。

インターネットの普及が医療サービスに革新をもたらしたように、生成AIの出現も医療界に大きな変革をもたらすと予見さ
れます。この変革に取り残されないよう、各医療機関は現在どのような技術を導入しているのか、そして将来どのような医
療機関を目指すのかを慎重に検討することが求められています。

おわりに

7 医療機関に期待される今後の活動
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